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解説

WebDBの組み合わせによる情報収集ツールの構築を目指して

～山下記念研究賞受賞の報告と研究の紹介～

中藤哲也＊ 大森敬介

我々の研究グループでは，検索機能を持った Web上のデータベー

ス（Webデータベース）の機能を組み合わせて，自由に情報検索

ツールを組み立てるための技術に関する研究を行っております．

その研究の一環として 平成 17年 5月開催の情報処理学会デー

タベースシステム研究会にて発表した「Webデータベースにおけ

る入力フォーム情報の自動抽出jにおいて 情報処理学会平成 18

年度山下記念研究賞を頂くことができました．本稿では，その研

究の背景と概要について紹介いたします．また，本研究で構築す

るツールのプロトタイプとして作成した園内の情報処理系学会の

論文情報抽出ツールを公開しておりますので，それに関して紹介

したいと思います．

1 山下記念研究賞について
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山下記念研究賞とは 情報処理学会の研究会および研究会主催シンポジウムにおける研究発表のうちから特

に優秀な論文を選び＼その発表者に贈られるものです．受賞者は該当論文の登壇発表者である会員で，年齢制

限はありません．本賞の選考は，表彰規程，山下記念研究賞受賞候補者選定手続および山下記念研究賞推薦内

規に基づき，各領域委員会が選定委員会となって行います．

平成 18年度は 33研究会の主査から推薦された計 57編の優れた論文に対し，慎重な審議を行い，決定され

たうえで，第 519回理事会（平成 18年 7月）および調査研究運営委員会に報告されたものです．平成 18年度

の受賞者は 57名で，平成 19年 3月6日に早稲田大学で開催された第69回全国大会の席上で表彰状，賞牌，

賞金が授与されました．

我々の研究は次の理由で推薦して頂きました．

「受賞対象論文は， Webブラウザに表示される入力フォームから検索用キーワードを指定して利用する Web

データベース（検索サイト）の入力属性を自動的に抽出する手法を提案し，様々な実際の Webデータベースを

対象として有効性を検証している．提案手法により Webアプリケーションから Webデータベースを利用す

ることが大変容易になると考えられる．実用化にはさらに抽出精度を向上する必要があるが，有用性は高く今

後の進展が望まれる．よって本論文発表者を山下記念研究賞受賞候補者として推薦する．」

＊九州大学情報基盤研究開発センタ－, Email: nakatoh@cc.kyushu-u.ac.jp 
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WebDBの組み合わせによる情報収集ツールの構築を目指して

2 研究の背景と概要

Googleなどの一般検索サイトや特定の情報に特化した専門検索サイトを使って，何か特定のテーマについ

ての調査を行う場合には 一つのキーワードだけを使った一度だけの検索で作業が終ることは余りありませ

ん．例えば，ある地域のレストラン リストを検索して，次に各レストランのメニューや価格に関する情報を集

めたり，販売中の中古車の一覧検索から幾つかの車の詳細情報を集めて比較するような場合が多い筈です．表

示された何十件もの検索結果を見ることで 重要な人名や関連するキーワードを読み取り，より広い検索やよ

り細かな検索を行います．適切なメモを残しながらこのような操作を繰り返して，納得できる検索結果のリス

トを作ります．それらの検索は，ある一つの検索サイトで続けて行う事もあれば，別の検索サイトに移って行

う事もあります．

このように検索エンジンを反復的に利用する場合 一般の検索エンジンの利用と専門検索エンジンの利用で

は状況が大きく異なります．一般の検索エンジンでは，検索結果は多様な Webページであり，再検索のため

の新たなキーワードを獲得する一般的な手立てはありません．一方，専門検索サイトの検索結果は多くの場

合，そのサイ トの背後にあるデータベースから得られた同質なデータです．例えば，文献検索のサイ トでは，

人名やキーワードを与えて得られる結果は，単なる Webのページではなく，著者，タイトル，雑誌名，ペー

ジ，出版年などの項目からなる文献データです．我々が網羅的に文献検索を行う場合には， 1回目の検索結果

が得られでもそれで終りでなく そこで得られる情報をもとに更に検索を続けることが多いと言えるでしょ

う．一つの論文を見つけると

・著者や共著者が他にどのような論文を書いているか

・その論文はどのような論文を引用しているか

・その論文がその後，どのように引用されているか

・関連研究で重要なキーワードはなにか

・著者らのホームページはどこか

・関連する プロジェク トがあるか

などを繰り返し調べます．つまり 専門検索サイ トを使って反復的に検索を行う時には，文献データとい

う構造情報から著者やタイトルという部分的情報を抽出して利用しているわけです．例えば， DELP*1や

CiteSeer *2のような文献検索のサイトでは，文献リス トを検索結果として返すだけでなく，このようなユー

ザーの操作を先取りし 著者ごとに分類したページやそのようなページを動的に生成する URLへのリンクが

提示されているので，効率よく関連研究の調査を行うことができます．

一つの専門検索サイトを反復的に利用できるのは，出力情報データの属性に入力として使える項目があるか

らです．複数の専門検索サイトの統合検索（メタサーチ）が考えられるのは，それらの入力データと出力デー

タの構造が類似しているからです．また ある検索サイトの出力データの属性として人名が含まれれば，人名

を検索キーワードとする他の検索サイトの入力と結合して利用することを考える事ができます．

この後の章では，このように専門検索サイトを入力データ構造と出力データ構造で規定される抽象的部品と

して捉え，それらを結合することにより新たな検索ツールを構成する方法を紹介します．また，その為に必要
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解説

な技術のーっとして，今回の受賞内容となった入力フォーム情報の自動抽出に関する技術を紹介します．最後

に，本方式によるアプリケーションの実例のーっとして，情報処理学会，電子情報通信学会，人工知能学会，

及び日本ソフトウェア科学会の各学会の論文検索システムを対象とするプロトタイプを実装しましたので，そ

の紹介を致します．

3 専門検索サイ卜の部品化とその効果

専門検索サイトは一般に 内部のデータベースが持つ情報を扱っています．そのため，データベースの持つ

フィールドの一部を入力として受け取り，それを含んだレコードのリストを出力するものが多い傾向にありま

す．例えば，図 1に示す図書検索サイトでは，入力フィールドとして書籍に関する複数のフィールドがあり，

それらの一部を指定する事で， 一致する書籍データの一覧をユーザに提示します（図 2).
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図1 専門検索サイトの例 図2 専門検索サイトの検索結果の例

検索サイトの多くはこの例にあるように 入力項目と出力項目をペアとすることでその機能を表現できます

（図 3）.更に各検索サイト専用のラッパ－ *3を組み合わせる事により，他と組み合わせ可能な部品としての

基本機能を持たせることができます（図 4）.我々はこれまでに 2,880件の専門検索サイトを収集しています

が［4］，それらのうち，幾つかの検索サイトについての入出力項目を， 実例として表 1にまとめました．

図3 検索サイト機能の模式図

検索サイトを入力と出力の組として捉えると，（1）入力の統合，（2）出力の統合，（3）入力と出力の結合，の

3通りの組み合わせ方法を考えることができます．従来のメタサーチエンジンは（1）の入力の統合だけを実装

本3詳細を隠蔽して，必要とされる機能だけを外部に提供するツールの総称．

ここでは検索サイトによ って異なる機能や入出力方法を隠蔽し 統ーされたインターフェースを用いて機能を提供するプログラム
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WebDBの組み合わせによる情報収集ツ ールの構築を目指して
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図4 検索サイトの部品化

表1 専門検索サイ トの入出力の例

サービス名 ｜入力項目 ｜出力項目

図書検索
タイトル，著者， タイトル，著者，出版者，

出版者 ISBN，発行年

施設検索 施設名
施設名称3 施設分類

住所， TEL，管理

塾予備校検索
塾予備校名， 学校名，教室名

駅名，出版者 指導形態，対象，沿線駅名

野菜生理障害
キーワード 病名

事例検索

特許検索 検索語句 出願番号，発明の名称

最寄りの 浴場名，路線最寄り駅名，道Ji！頁，

お風呂屋さん
最寄り駅

住所7営業時間？定休日，特徴， URL 

したもので，各々の検索結果は単純に（あるいはランキング付で） リスト化されているだけです.(2）の出力

の統合では出力結果の各フィール ドの意味（メタデータ）を使って，例えば価格の比較が可能な， 一覧表とし

て検索結果が表示できます.(3）の例としては，求人情報検索で得られた企業について，その企業の業績や動

向を株価の検索で調べるような場合があります．

また検索サイトの部品化により 部品の結合に関して一般的プログラミングを考える事が可能となります．

例えば，「二つの図書館に対する検索を実現するjためのスク リプトを書 くことを考えます．従来提案されて

いるシステム，例えばMetaCommander[2］では図書館 A，図書館 Bそれぞれについて，CGIにどのように

パラメ ータを渡すか 出力の HTMLから本の情報をどのように抽出するかを プログラム中に直接埋め込む

必要があります．一方 本稿で提案する方式ではこの問題を，

(a）図書館 A，図書館 Bを入出力データ構造の組として捉える

(b）二つの図書館情報検索機能の結合方式を記述する

( c）統合したシステムの入出力のインターフェースをマッチングさせる

という 3つの部分に分離して解決し ます.(a）のためには，それぞれの図書検索サイト について個別にラッ

パーを構築する必要があります．しかし，対象とする図書館が変わったとして，（b),(c）の部分は変更する必

要はありません.(b)' ( c）の部分は 「複数の Webサービスをどのように組み合わせるかjという 一般的なプ

ログラムとして，より抽象的に構成することができます．
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解説

4 Webデータベースの入力フォーム情報の自動抽出

本節では， 山下記念研究賞を頂いた研究に関して概略を紹介致します．

専門検索サイトを部品化し それらを連携して利用するには，主に（1)WebDBへの検索実行の自動化，

(2) WebDBの検索結果の出力ページからのレコードの抽出叫，の 2つの機能が必要です．

従来型のデータベース あるいは Webサービスであれば，データの受け渡し方法，及びデータの構造（デー

タスキーマ）が明示的に与えられています．しかし， WebDBではブラウザ経由での人間による利用しか想定

されていないため，それらの情報は一般に明示されません．したがって，データの受け渡し方法，及びメタ

データは， HTMLを用いて記述された入力インタフェースの画面から自動的に抽出する必要があります．

受賞の対象となった研究ではこれらのうち WebDBへの検索実行の自動化に必要な機能として，入力

フォームの自動的な分析 及び入力フィールドの項目名（メタデータ）抽出を扱いました．

まず，属性の異なる複数の入力項目を持った入力フォームの現状についての調査を行いました．従来の研

究［6,1ヲ 8］においては，入力フィールドのメタデータとして，各入力フィールドに近接する文字列を想定し

ています．しかしながら，これまでの調査問により，複数の入力フィールドを持つサイトでは， 多くの例で

TABLEタグを用いて表示画面の構造を記述している事が分かりました．具体的には，調査した 2う800サイト中

1,359サイト，すなわち 48.53のサイトにおいて，入力フィールドを内部に持つ TABLEタグが存在していま

した．また一般的な HTMLの表からの情報抽出に関する研究［3,7］などからも，同様の事が示唆されます．

従って，本研究では， WebDBの入力フォームの多くが表で記述されている事実に基づいて，新たに考案した

抽出方法を示しました．その上で，国内の 2,800件の WebDBから無作為に選んだ 134件のサイ トに対し入

手により抽出したメタデータと提案手法で抽出したメタデータとの比較，及びナイーブな手法と提案手法との

比較を行い，提案手法の抽出性能を評価しました．

本研究に関して，より詳しい内容をお知りになりたい方は，研究会予稿集［10］，あるいは論文［11］を参照し

て下さい．

5 論文検索システム（プロトタイプ）の紹介

検索サイトを部品として それらを組み合わせた情報収集ツールのプロトタイプを作成しました．ここで

は，その情報収集ツールを紹介します．本ツールは，次に示す国内の情報処理系の各学会の論文検索サイトを

対象にして，論文の情報を収集する事を目的としています．

・情報処理学会電子図書館本5

・電子情報通信学会和文論文誌4

．電子情報通信学会英文論文誌＊7

・人工知能学会論文誌時

*4この点に関しての研究も行っています［5].
*5 http: I /www.bookpark.ne.jp/ipsj人会誌，英文誌，研究報告，論文誌（ジャーナル及びトランザクション），欧文誌を含む

*6 http: //search. ieice. org/jpn/search-j .html 

*7 http: I I search. ieice. org/ search. html 

時 http://tj sai. jstage. j st. go. jp/ja/ 
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WebDBの組み合わせによる情報収集ツールの構築を目指して

・日本ソフ トウェア科学会 J-STAGE*9

本システムは主に三つの機能から成り立っています．それらは，（1）複数の検索サイ トに対して同時に検索

を行い，結果を統合してユーザに提示する機能，（2）結果中の著者名を抽出し，リステイングする機能，（3）リ

ステイングされた著者名をキーとした次のステップの検索を提供する機能，です．

(1）は，いわゆるメタサーチの機能と同じです．個々の検索サイトに対するラッパーにより入出力の違いを

吸収し，得られた複数の結果を組み合わせてユーザに提示します.(2）は，出力結果のページの解析により著

者名及び共著者名を抽出し，それらを一覧表としてユーザに提示します．これには（3）の機能へのリンクも持

たせています.(3）は，得られた情報を元に繰り返し検索を行う機能です．得られた論文一覧中の著者名をク

リックする事で再び新たな検索を行い，その著者に関する論文情報を提示します．

この 3つの機能のうち，（2),(3）は文献検索システム DBLPで用いられているものと同じです．検索結果に

対するこのような処理を含む機能は，利用している DBの直接的アクセスが必要なので DBLPのように通

常システム中に組み込まれなければなりません． 一方，我々の提案する方式では，独立した文献検索システム

を統合するだけでなく，この（2）ヲ（3）の機能をそれぞれのシステムの外部に構成することができます．

これらの機能のデータ結合の模式図を図 5に示します．

図5 データ結合

本システムの基本動作を見る事にします．先ず最初に 著者名による検索か キーワードによる全文検索

を行います（図 6）.本システムは入力された条件（キーワード or著者名）を各検索サイトの要求する入力

フォームに合わせて変換します．そのフォームを各検索サイ トへ送り それぞれ検索を行います．得られた

結果は，各検索サイ ト毎のラッパーでフィールド単位に分割し，全てのサイトからの結果を一つの表にまと

めてからユーザに提示し 同時に次の検索へデータを渡すためのリンクを生成し 各著者名に関連付けます

（図 7).

ホ9http://www. jstage. jst. go. jp/browse/jssst/-char/ja/ 
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図6 著者検索システム（プロトタイプ）
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図7 検索結果の例
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ユーザは，参照したい著者名をクリックするだけで，順次関連情報を検索して行く事ができるようになりま

す．我々は本システムを， http://matu.cc.kyushu-u.ac.jp/guruguruにて公開していますので，よかっ

たらご利用下さい．
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